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【緒言】Gd, Tb, Dy, Ho, Er の窒化物は強磁性体で、そのキュリー温度はそれぞ

れ 59～74、42、26、18、5 K と報告されており、極低温冷凍機用の磁気冷媒や

蓄冷材として期待できる。これらの窒化物中では希土類原子の充填密度は金属

中よりも高く、これらの応用のための磁気特性が体積あたりでは優れていると

考えられる。そこで、我々はこれらの低温磁気特性を測定し評価した。 
【実験】希土類窒化物（GdN, TbN, DyN, HoN 及び ErN）は、酸化物に炭素を混

合し窒素ガス中で 1773K で反応させる炭素熱還元法と、金属片を 1873 K、

130 MPa の窒素ガスと反応させる HIP 法でそれぞれ合成した。試料はＸ線回折

で窒化物の単相であることを確認し、磁化と比熱を測定した。 
【結果】HIP 法で合成した HoN の無磁場中と 5 T の磁場中で測定した低温領域

の比熱を右図に示す。12 K での比熱は 2.4 MJK-1m-3に達し、従来 GM 冷凍機の

蓄冷材として使用されてきた Er3Ni の 0.35 MJK-1m-3(@ 7.5 K)や ErNi の 0.95 
MJK-1m-3 (@ 10 K)より遙かに大きい。また、DyN の比熱も 18 K で 1.7 MJK-1m-3

であり、希土類窒化物が冷凍機用蓄冷材として優れた物性を示すことがわかった。 
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図 HIP 法で合成した HoN の
○：無磁場比熱と△：5 T の磁場
中比熱 の温度依存性


